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ベ トナム北部のイネウンカ類卵期の死亡要因
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Egg mortality factors of rice planthoppers in northern Vietnam. Yoshito 

SUZUKI , Tran Huy THO, Nguyen Cong THUAT and Vu Bich TRANG (Kyushu 
National Agricultural Experiment Station, Nishigoshi, Kumamoto 861-11, Japan. The 
Plant Protection Institute, Hanoi Vietnam. Department of Plant Production and Pro
tection, Ministry of Agriculture, Hanoi, Vietnam)

Mortality factors of eggs of Nilaparvata lugens STAL, Sogatella furcifera HORVATH and 
Laodelphax striatellus FALLEN on the winter-spring rice crop were studied in the Red Riv
er Delta in early April, 1993. Mymarid parasitism was responsible for almost all mor
tality of the three planthoppers on the winter crop. The mean parasitism rates were 
20.6%, 32.8% and 53.2% for N. Lugens, S. furcifera and L. striatellus, respectively. On 
the other hand, both parasitism (12.2-45.5%) and physiological death caused by rice 

plant reaction (4.5 - 57.1 %) were important mortality factors of S. furcifera eggs on 
three varieties of early-spring and spring crops. Physiological egg mortality of S. 

furcifera colonies originating from populations obtained in the Red River Delta and Chi
kugo, Japan were high on two japonica varieties (Reiho and Niigatawase) and low on 
and indica variety (TN 1) and a japonica X indica variety (Saikai 184). The differ
ence in the egg mortality rate on the 4 varieties between the two colonies was 
insignificant. This gives support for the view that the winter-spring crop in the Red 
River Delta is a major source of air-born rice planthoppers invading southern China 
where they multiply and produce ocean-crossing migrants into Japan in the Baiu season.

ベ トナ ム北 部の穀 倉地 帯で あ る紅河 デル ター帯 で は

1981年 以来 トビイ ロウン カの多 発が問 題 になっ てい る

(ICH,1991)。 この地 域 は トビイ ロウンカ とセ ジロ ウン

カの周年 発生が可能 な北限地帯に位置 し,ト ビイロウン

カのバ イオ タイプ発達時期 の広域比較の結果,移 動 を可

能 にす る気流の存在,さ らに トビイロウンカの 中国華南

地域へ の多飛来 と紅河 デル タにおけ る多発隼の同時性 に

基 づいて,梅 雨期 に 日本 に飛来侵入す る両種の主要 な一

次飛来 源で ある可 能性 が高 いと推定 されて いる(寒 川,

1993 a, b)。 したが って,日 本で発生 す る海外飛 来性 ウ

ンカ類 の遺伝的変化や侵入量 を事前 に予測す る上で,紅

河 デル タの ウンカ類 の調査 研究 は重要 な鍵 を握 っている

と考 え られ る。 しか し,紅 河デル タの イネウンカ類 に関

す る既往 の知見 は少 な く,と りわ け死亡要因の定量的評

価 は これ まで ほ とんど行 われて こなか った。本稿 で は

1993年 に調査 した紅河 デル タにお ける冬春作上の イネウ

ンカ類 の卵期の死亡要 因,お よび イネの生体防御反応 に

よ るセ ジロウンカ卵の生理 的死亡率 を紅河 デル タと筑後

の個体群 間で比較 した結果 を報告す る。

本文に先立 ち,野 外調査 の便宜 をはか り調査 に御協力

くだ さったベ トナム農業食糧省作物 生産保護局,作 物 保

護研究所,北 部作物 保護 センター,ビ ンフー県 作物保護

局,ナ ムハ ー県作物保護局の方々に厚 くお礼 申 し上げ る。

材 料 と 方 法

1.冬 春作上の卵の要因別死亡率

紅河デル タは典型的な水稲2期 作地帯 である。第1期

作 にあたる冬春作 は5～6月 に収穫 され るが,栽 培期間

が品種に よって異な るため播種時期は10月 か ら翌年2月

まで長期 に及び,播 種時期が早い 頂に冬 作,早 春作,春

作,晩 春作 に細分 され る。 この うち,ト ビイロウ ンカの

発生が問題 になるの は主 に冬作 と早春作に限 られ る。そ

こで,1993年4月2-7日 に紅河デル タに位置 す るハ イ

フン,ビ ンフー,ナ ムハーの3県 の計7地 点において冬

作 を中心 にイネウンカとその天敵の調査 を行 い,イ ネ ウ

ンカの生息 が確認 され た水田 とその近傍 の計15枚 の水 田
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か ら各6株 をランダムに抽出 した。抜 き取 った株 は室温

下にお き2日 以内に双眼実態顕微鏡下で解剖 した。発見

したウンカ類 の卵 は種別 に次の7つ のカテゴ リーに分類

した:眼 点形成期 前で見 かけ上 健全(HY),眼 点形 成期

以 後 で 見 か け 上 健 全(HO),卵 寄 生 蜂 に よ る被 寄生

(P),卵 寄生 蜂羽 化脱 出済 また は寄生蜂 成虫 死 こ もり

(PE),イ ネの生 体防御反応 によ る生理的死亡(PD),

要 因不明の死亡(UD),孵 化(H)>P,PEお よびPD

の判 定は鈴 木 ら(1993)に 従 った。要 因別死 亡率 は次式

によって判定 した。

寄生率=(P十PE)/T

生理 的死亡率=PD/T,

要因不明の死亡率=D/T.

こ こでT=HO十P十PE十PD十UD十Hで あ る。

2.イ ネの生体 防御 反応に よりセ ジロウン力卵の生理

的死亡率の比較

九州農業試験場で品種 レイホウの芽 だ し苗 を餌 として

25℃16時 間 日長の もとで継代飼育 され ているセジ ロウ ン

カの2系 統,1993年4月 にベ トナム北 部の ビンフー県で

採集 された個体群(以 下,紅 河 デル タ系統)と1989年8

月に福 岡 県筑 後市 で採 集 され た個体 群(以 下,筑 後系

統)の 卵 がイネの生体 防御反 応に よって こうむ る生理的

死 亡率 を 日本稲2品 種(レ イホ ウ,ニ イガタワセ),イ

ンデ ィカ稲1品 種(TN1),日 印交 雑稲1品 種(西 海

184)を 用 いて比較 した。実験 には1993年6月14日 に 中

苗 を1本 ずつポ ッ ト植 えし,野 外網室内で2か 月間栽培

した後,細 い茎 を根本か ら除去 して株 あた り5茎 にそろ

えたイネを用いた。 この イネに円筒型 プラスチ ックケー

ジをかぶせ,ポ ッ ト当 り8頭 のセジ ロウ ンカ短翅型雌 成

虫 を放飼 し,25℃16時 間照 明の恒温室 内で2日 間産卵 さ

せ た。セ ジロウンカ成虫 を除去 したイネを5日 間同 じ恒

温室 においたあ と,実 体双眼顕微鏡下 で産卵部位 と卵の

状態 を観 察 した。正常 に発育 した卵 は25℃ 条件下 で産卵

後4日 には眼点形成期 に入るので,観 察 した時点で眼点

が形 成 されてい ない卵 を生理 的死亡 とみな した。実験 は

各系統 と品種の組合せ について3反 復で行い,死 亡率 を

逆 正弦変換 したあと統計 的検 定を行 った。

結 果

1.冬 春作上の卵 の要因別 死亡率

調査 を行 った7地 点はいずれ も周囲に比べて イネの生

育 がよ り進 んでお り,ウ ンカ類の生息密度が高い と期待

され た地点 であったが,ウ ンカ類の生息密度は概 して低

く,幼 ・成 虫の生息が確認 され たの は4地 点,う ち卵 が

観察 されたのは3地 点の計7圃 場で あった。 この7圃 場

について,発 見 され たウンカ卵の内訳 と推定死亡率 を作

期 別にTable1と2に 示 した。

卵 が発見 された2地 点計3圃 場の冬作の生育段階 は穂

ば らみ期～開花期で あ り,2圃 場 で トビイロ,セ ジげ,

ヒメ トビの3種 の ウ ンカの卵 が発 見 された(Tablel)。

3圃 場で得 られ た合計卵の推定総死亡率 は ヒメ トビウ ン

カ で最 も高 く53.1%で あ り,ト ビイ ロウ ンカが最低 で

20.6%で あった。卵 の死亡要 因は3種 と も卵寄生蜂 によ

る捕食寄生 が大部分 を占めていた。被寄 生卵 はいずれ も

Mymaridaeの 寄 生 に特有の 黄橙 ～橙 色 を呈 して お り,

任意 に抽 出 した9被 寄 生卵塊(ト ビイロウ ンカ,セ ジ ロ,

ヒ メ トビ各3卵 塊)か ら はい ず れ もAnagrus flaueolus

 WATERHOUSEが 羽化 した。 イ ネの生体防 御反 応 によ る

卵 の生理的死亡 は調査 したNep NgoiとC314の2品 種

で はみ られなか った。

Table 1. Composition and mortality rate of eggs of brown planthopper (BPH), whitebacked planthopper (WBPH) 
and small brown planthopper (SBPH) on the winter crop in the Red River Delta.

a) See text for explanation of symbols .
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Table 2. Composition and mortality rate of whitebacked planthopper eggs on early-spring and spring crops at
 Nam Son, Nam Ha Province in the Red River Delta.

a

) See text for explanation of symbols .

一方
,早 春作 ・春作 か らはセジ ロウンカの卵 だけが1

地 点4圃 場 において観察 された。4圃 場の合計か に推定

されたセ ジロウ ンカ卵 の総死 亡率 は68.5%で 冬作上の そ

れ より高 かった。卵の死亡要因は イネの生体防御反応 に

よ る生理的死亡 と卵寄 生蜂の寄生 の2つ で あった。調査

したイ ネ4品 種 の うち,調 査卵 数が極 めて 少 なか った

IR8以 外 の3品 種 で は生理 的死亡 が4.5～57.1%観 察 さ

れた。卵の推定寄 生率 は27.6%で あ り,冬 作上の卵の寄

生率 を下回 った(Table2)。 しか し,寄 生 され た卵 が生

理 的死亡 に含 まれてい る可能性があ るので,寄 生率推 定

式の分母 か ら生 理的死亡 を除 いて補正寄生率 を計算 す る

と46.7%と な り,冬 作上の それよ り高か った。被寄生 卵

は卵 色か ら判 断 していず れ もMymaridaeに よ る寄生 で

あ り,任 意 に抽 出 した6被 寄生 卵塊 か らは例外 な くA.

flavealusが羽化 した。

卵 が発 見 された以上の7圃 場で実施 した見取 り調査で

は いずれ の圃場 において も卵の有力 な捕食者で あ るカ タ

グ ロミ ドリメ クラガメは発見 できなかった。

2.イ ネの生体防御反応 によるセ ジロウンカ卵 の生理

的死亡率の比較

北 部ベ トナ ム系統 と筑後系統の セ ジロ ウンカ卵 は とも

に 日本稲2品 種(レ イホウ,ニ イガタワセ>上 で は高い

Fig. 1. Comparison of physiological egg mortality rate of the
 whitebacked planthopper between the Red River and 

Chikugo strains on 4 rice varieties. Vertical lines show
 S. E.

Table 3. Analysis,of variance of physiological egg mortality
 in the whitebacked planthopper.

Table 4. Matrix of TUKEY's pairwise comparison 

probabilities for the physiological egg 
  mortality of the whitebacked planthopper 

among 4 rice varieties.

生理 的死亡率 を示 したが,日 印交雑品種 の西海184号 と

イ ンデ ィカ稲 のTNI上 で は生理的 死亡率 は低 く10%以

下 であった(Fig.1)。 分散分析の結果,品 種 間の差 は非

常 に有 意 で あ っ たが,系 統 間の 差 は有 意 で な か っ た

(Table3>。 系統間 の差 が有 意 でなか ったので両系統 の

結 果を込みに して品種間 の差 をTURKEY法 で多重比較

した結 果,レ イ ホウ とニ イ ガタ ワセの間,お よび 西海

184号 とTN1の 間 には有 意差 がな かっ たが,前2品 種

と後2品 種の間の差 はすべての組 合せについて非常 に有

意であった(Table4)。

考 察

紅河デル タにおけ る トビイロウンカの越冬 はおもに成

虫態で苗代で行われ,越 冬 成虫の産卵期は2月,次 世代

(第1世 代)の 発生 は幼 虫が3月 上旬～下旬,成 虫が3

月下旬一4月 上旬 である(THUAT,私 信)。 しか し,暖 冬

年には発生 ピークが早 まり冬期に も幼虫がみ られ るとい

う。 また,ト ビイロウンカの密度が高 まるの は通常第2

世代が発生す る4月 中旬以後であ るといわれ る。発生時
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期ばか りでな く発 生量 も気温の影響 を受 け,冬 春作上の

トビイ ロウンカの発生面積 は最寒 月の平均気温 と高 い正

の相関 があ る(鈴 木 ・和 田,1994)。 紅河 デ ル タで はセ

ジロウ ンカの発生 は問題 とされ ていないために発生経過

の詳 しい調査 は されてい ないが,世 代の完了 に要す る有

効積算温量が よ り少ない本種(久 野,1968)の 各世代の

発生 時期は,ト ビイロウンカより多少早 まると推測 され

る。1993年 の冬期 の気温は平年並で あ り,4月 上旬 に実

施 した本調 査で採 集 した トビイロウンカとセジロウ ンカ

の卵は第2世 代の個体群で あったとみ な され る。 中国華

南地域へ の トビイ ロウンカの飛来最盛期 は4月 上旬一5

月 中旬で ある(寒 川,1993b)の で,こ の第2世 代の成

虫が移動個 体群の主体 をなして いる可能性 が高 い。

紅 河 デル タに お け る本 研 究 の 結 果 は,冬 春 作 上 の 第2

世 代 イネ ウ ンカ類 の 卵 期 には,卵 寄 生 蜂 以 外 に は有 力 な

天 敵 が 存在 しな い こ と を示 唆 して い る。3種 の ウ ン カ が

と もに観 察 され た 冬 作 上 の 卵 の 寄 生 率 は,葉 の 中肋 に産

卵 す る割 合 が 高 い 種 ほ ど高 い 傾 向 が あ り,ヒ メ トビ ウ ン

カ>セ ジ ロ ウ ン カ>ト ビ イ ロ ウ ン カの 順 で あ っ た。 この

1頂位 は筑 後 に お け る久 野(1968)の 調 査 結 果 と一 致 してお

り,各 種 の寄 生率 自体 も筑 後 に お け る本 田 第2世 代 の 寄

生 率 とほ ぼ 同 水 準 で あ っ た。 紅 河 デル タで は本 調 査 で 寄

生 が確 認 さ れ たAflaaeolus以 外 にA. optabilis (PERKINS),

 Conatocerus sp., Oligositasp.が トビイロ ウンカの卵 に寄生 す るこ

とが知 られ てい る(LAM, 1992)が,こ れ らの 卵 寄 生 蜂 の

働 きは 不 明 で あ る。

日本稲 に産卵 され た日本産 セジロウンカの卵 は稲の生

体防御反応 の結果,80%を 越す高 い死亡率 をこうむ るこ

とが知 られて い る(寒 川,1990;鈴 木 ら,1993)。 紅河

デル タのセ ジロウンカ卵 も少 な くともインデ ィカ稲3品

種上で稲の生体防御反応の ため に生理的 に死亡す ること

が明 らかにな った(Table2)。 しか し,そ の死亡率 は最

高 のV14で も57.1%と 低か った。注 目され るのは冬作

を代表す る2品 種 につ いては生理的死亡 が観察 され なか

ったことで ある(Tablel)。 夏作 の収 穫が終了す る以前

に苗 代がつ くられ る冬作 は,イ ネ ウンカ類 の主要 な冬期

の生息場 所 と目 され てい る(鈴 木 ・和 田,1994)。 本研

究 の結 果は,冬 作上 の トビイ ロウンカとセジロウ ンカの

第2世 代の卵期 には卵寄生蜂 以外 に重要な死亡要 因が存

在せず,そ れが第1世 代 か ら第2世 代への高 い個体群増

殖率 の一 因で あることを示唆 してい る。今 回調査 した冬

作2品 種 の生育段階 は穂 ば らみ期～開花期で,分 げつ後

期 が多かった早春作 ・春作 よ り進 んでいた。 セジロウン

カ卵 の生 理的死亡率 はイネの生育段 階によって異 なり,

最高 分げつ期 を過 ぎると次第 に低下 することが品種 ヒノ

ヒカ リについ て知 られて い る(鈴 木 ら,1993)。 したが

って,本 調査で観察 され た冬作2品 種 と他の 品種間の卵

の生理 的死亡率の差 は,品 種の効果 よ りも生育段階の違

い によって生 じた可能性 がある。

筑後系統 と紅 河デル タ系統の セジロウンカ卵の生理的

死亡率 は,と もに日本稲上で は高 く,イ ンディカ稲 と日

印交雑 品種土で は低かった(Fig.1)。 生理的死亡率 に両

系統間で有 意な差 がみ られ なか った事実は,紅 河デル タ

ー帯 が 日本に海外 から飛来侵入 するイネウンカ類の一次

飛来源で あ る可能性 を支持す る。今 後この可能性 をさら

に検討す る うえで,紅 河デル タ以北 の個体群 とは遺伝的

交流 がほ とん どないと推測 され ている,熱 帯の セジロウ

ンカの産卵 に対す るイネの反応 を調べ ることが有効であ

ろう。
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